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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原稿の読取位置に光を照射しその反射光から読取画像を読み取る画像読取部と、
　前記原稿の読取位置に搬送される前記原稿の背景となるように配置され、前記光の正反
射光を前記画像読取部に反射する正反射板と、
　前記読取画像から前記正反射板を示す背景画像と前記原稿を示す原稿画像との境界を読
み取り、前記境界と前記原稿の搬送方向とのなす角度に基づいて前記読取画像中の前記原
稿画像の傾きを電子的に補正する第１の傾き補正手段と、
　原稿搬送ローラに突き当てることで、搬送される前記原稿の傾きを前記搬送方向を基準
として機械的に補正する第２の傾き補正手段と、
　通常時は前記第１の傾き補正手段によって前記読取画像の傾きを補正し、前記第１の傾
き補正手段によって前記読取画像の傾きを補正できないと判断した場合、前記第１の傾き
補正手段を前記第２の傾き補正手段に切り替える切替手段とを有する画像読取装置。
【請求項２】
　前記原稿の前記光に対する透過率を検知する検知手段をさらに有し、前記切替手段は、
前記検知手段が検知した前記透過率が予め定めた値以下か否かによって前記第１の傾き補
正手段によって前記原稿画像の傾きを補正できるか否か判断する請求項１に記載の画像読
取装置。
【請求項３】
　操作部をさらに有し、
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　前記切替手段は、前記操作部において予め定めた操作がされた場合に、前記第１の傾き
補正手段によって前記原稿画像の傾きを補正できないと判断する請求項１に記載の画像読
取装置。
【請求項４】
　原稿の読取位置に光を照射しその反射光から読取画像を読み取る画像読取部と、
　前記原稿の読取位置に搬送される前記原稿の背景となるように配置され、前記光の正反
射光を前記画像読取部に反射する正反射板と、
　前記読取画像から前記正反射板を示す背景画像と前記原稿を示す原稿画像との境界を読
み取り、前記境界と前記読取画像中の前記原稿の搬送方向とのなす角度に基づいて前記読
取画像中の前記原稿画像の傾きを電子的に補正する第１の傾き補正手段と、
　原稿搬送ローラに突き当てることで、搬送される前記原稿の傾きを前記搬送方向を基準
として機械的に補正する第２の傾き補正手段と、
　通常時は前記第１の傾き補正手段によって前記読取画像の傾きを補正し、前記第１の傾
き補正手段によって前記読取画像の傾きを補正できないと判断した場合、前記第１の傾き
補正手段を前記第２の傾き補正手段に切り替える切替手段と、
　前記第１の傾き補正手段が傾き補正した読取画像又は前記第２の傾き補正手段によって
傾き補正された原稿を前記画像読取部によって読み取られた読取画像に基づいて用紙に画
像を形成する画像形成部とを有する画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像読取装置及び画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の複写機やプリンタ等の画像形成装置として、光源から照射された照射光をプラテ
ンガラスの上の原稿で反射させ、反射された反射光を撮像素子で撮像することにより原稿
の画像を読み取る画像読取装置、いわゆるスキャナについて、原稿の裏当ての色が白色の
場合でも正確に原稿画像を切り出し、傾き補正などを行うものが提案されている（例えば
、特許文献１参照）。
【０００３】
　これに関連する技術として、特許文献１には、原稿画像の上端又は下端に全幅が裏当て
部である領域が生じるように画像を読み取る画像読取手段と、画像読取手段によって読み
取られた全幅が裏当て部である領域の画像データから原稿の端を検出するための基準とな
る基準データを作成する基準データ作成手段と、画像読取手段によって読み取られた原稿
の領域の画像データから作成されるデータと裏当てに相当する基準データとを比較する基
準データ比較手段と、基準データ比較手段の比較結果に基づいて原稿のエッジを検出する
検出手段とを有する画像読取装置が示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－８８６５４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
本発明の目的は、搬送路を搬送される原稿の傾き補正を実行する画像読取装置及び画像形
成装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一態様は、上記目的を達成するため、以下の画像読取装置及び画像形成装置を
提供する。
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【０００７】
［１］原稿の読取位置に光を照射しその反射光から読取画像を読み取る画像読取部と、
　前記原稿の読取位置に搬送される前記原稿の背景となるように配置され、前記光の正反
射光を前記画像読取部に反射する正反射板と、
　前記読取画像から前記正反射板を示す背景画像と前記原稿を示す原稿画像との境界を読
み取り、前記境界と前記原稿の搬送方向とのなす角度に基づいて前記読取画像中の前記原
稿画像の傾きを電子的に補正する第１の傾き補正手段と、
　原稿搬送ローラに突き当てることで、搬送される前記原稿の傾きを前記搬送方向を基準
として機械的に補正する第２の傾き補正手段と、
　通常時は前記第１の傾き補正手段によって前記読取画像の傾きを補正し、前記第１の傾
き補正手段によって前記読取画像の傾きを補正できないと判断した場合、前記第１の傾き
補正手段を前記第２の傾き補正手段に切り替える切替手段とを有する画像読取装置。
［２］前記原稿の前記光に対する透過率を検知する検知手段をさらに有し、前記切替手段
は、
前記検知手段が検知した前記透過率が予め定めた値以下か否かによって前記第１の傾き補
正手段によって前記原稿画像の傾きを補正できるか否か判断する前記［１］に記載の画像
読取装置。
［３］操作部をさらに有し、
　前記切替手段は、前記操作部において予め定めた操作がされた場合に、前記第１の傾き
補正手段によって前記原稿画像の傾きを補正できないと判断する前記［１］に記載の画像
読取装置。
［４］原稿の読取位置に光を照射しその反射光から読取画像を読み取る画像読取部と、
　前記原稿の読取位置に搬送される前記原稿の背景となるように配置され、前記光の正反
射光を前記画像読取部に反射する正反射板と、
　前記読取画像から前記正反射板を示す背景画像と前記原稿を示す原稿画像との境界を読
み取り、前記境界と前記読取画像中の前記原稿の搬送方向とのなす角度に基づいて前記読
取画像中の前記原稿画像の傾きを電子的に補正する第１の傾き補正手段と、
　原稿搬送ローラに突き当てることで、搬送される前記原稿の傾きを前記搬送方向を基準
として機械的に補正する第２の傾き補正手段と、
　通常時は前記第１の傾き補正手段によって前記読取画像の傾きを補正し、前記第１の傾
き補正手段によって前記読取画像の傾きを補正できないと判断した場合、前記第１の傾き
補正手段を前記第２の傾き補正手段に切り替える切替手段と、
　前記第１の傾き補正手段が傾き補正した読取画像又は前記第２の傾き補正手段によって
傾き補正された原稿を前記画像読取部によって読み取られた読取画像に基づいて用紙に画
像を形成する画像形成部とを有する画像形成装置。
【発明の効果】
【００１１】
　請求項１又は４に係る発明によれば、搬送路を搬送される原稿の紙質に関わらず傾き補
正を実行することができる。
【００１２】
　請求項２に係る発明によれば、搬送路を搬送される原稿の透過率に関わらず傾き補正を
実行することができる。
【００１３】
　請求項３に係る発明によれば、利用者の操作に応じて、搬送路を搬送される原稿の紙質
を判断して傾き補正を実行することができる。
 
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図１は、本発明の実施の形態に係る画像形成装置を示す。
【図２】図２は、画像読取装置の内部構造を示す概略図である。
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【図３】図３は、原稿読取位置の周辺を拡大して示す概略図である。
【図４】図４は、画像形成装置の制御部の構成の一例を示すブロック図である。
【図５】図５は、ＣＣＤによって読み取られる画像処理領域と原稿画像との関係の一例を
示す概略図である。
【図６】図６は、白原稿、背景板、正反射板の反射光に対するＣＣＤの出力値の関係の一
例を示すグラフ図である。
【図７】図７は、原稿読取位置の周辺を拡大して示す概略図である。
【図８】図８は、正反射板を用いた場合の原稿先端付近の読取画像の一例を示す概略図で
ある。
【図９】図９は、画像読取装置の傾き補正切替動作の一例を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
［実施の形態］
（画像形成装置全体の構成）
　図１は、本発明の実施の形態に係る画像形成装置を示す。この図では、画像読取装置１
の外観、及び画像読取装置１の下側に配置された本体部１００Ａの内部構造を示している
。
【００１６】
　この画像形成装置１００は、原稿９から画像を読み取る画像読取装置１と、画像を記録
媒体としての用紙３０に印刷する画像形成部２と、画像形成部２に用紙３０を供給するト
レイ部３とを備えて構成されている。画像読取装置１は、画像形成部２及びトレイ部３を
収容する本体部１００Ａとの間に印刷された用紙が排出される空間を形成するように、支
持部４によって本体部１００Ａの上側に支持されている。
【００１７】
　画像読取装置１の筐体１２の前面にあたる前壁１２１の上部には操作部として、ユーザ
ーに操作メニューや警告、メッセージ等を表示する表示部を兼ねるとともに提示した操作
メニューに対する各種設定等を受け付けるタッチパネル１１１、及び複数の操作ボタン１
１２を有するコントロールパネル１１０が設けられている。また、操作ボタン１１２のい
ずれかに原稿９が薄紙である場合にユーザーによって操作される薄紙対応ボタン１１２ａ
を有する。なお、薄紙対応ボタン１１２ａは、タッチパネル１１１に設けてもよい。
【００１８】
　また、コントロールパネル１１０の上側には、筐体１２に対して開閉可能な原稿カバー
１０が配置されている。原稿カバー１０には、給紙トレイ１０１ａに置かれた原稿９を原
稿読取位置に搬送し、読み取り後の原稿９を排紙台１０１ｂに排出する自動給紙部１０１
が設けられている。
【００１９】
　画像形成部２は、中間転写ベルト２０と、中間転写ベルト２０にイエロー（Ｙ），マゼ
ンダ（Ｍ），シアン（Ｃ），ブラック（Ｋ）の各色のトナー画像を転写する第１乃至第４
の画像形成ユニット２５Ｙ，２５Ｍ，２５Ｃ，２５Ｋと、画像情報に基づいて変調された
レーザー光を第１乃至第４の画像形成ユニット２５Ｙ，２５Ｍ，２５Ｃ，２５Ｋに照射す
る光学走査装置２５０とを備えている。
【００２０】
　第１の画像形成ユニット２５Ｙは、感光ドラム２５１と、感光ドラム２５１の表面を一
様に帯電する帯電器２５２と、感光ドラム２５１の表面に光学走査装置２５０によって形
成された静電潜像をトナーで現像してトナー画像を形成する現像器２５３と、中間転写ベ
ルト２０を感光ドラム２５１に押し付ける一次転写ローラ２５４とを有している。第２乃
至第４の画像形成ユニット２５Ｍ，２５Ｃ，２５Ｋも第１の画像形成ユニット２５Ｙと同
様に構成されている。
【００２１】
　中間転写ベルト２０は、図示しないモーターに連結された駆動ローラ２１によって駆動
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され、第１の従動ローラ２２、第２の従動ローラ２３、及び中間転写ベルト２０に張力を
付与するテンションローラ２４によって形成される循環経路に沿って回転する。
【００２２】
　また、画像形成部２は、中間転写ベルト２０を挟んで第２の従動ローラ２３と対向する
位置に配置された二次転写ローラ２６と、ヒーターを内蔵した定着ローラ２７１及び定着
ローラ２７１に向かって加圧された加圧ローラ２７２を有する定着ユニット２７と、定着
ユニット２７を通過した用紙３０を排出台２９に排出する排出ローラ２８とを備えている
。
【００２３】
　トレイ部３は、向きや大きさ、あるいは紙質等の異なる用紙３０をそれぞれ格納し、上
下方向に並んで配置された第１乃至第３のトレイ３１～３３を有している。
【００２４】
　また、トレイ部３は、第１乃至第３のトレイ３１～３３のそれぞれに対応して、格納さ
れた用紙３０を取り出すためのピックアップローラ３４Ａ，３４Ｂ，３４Ｃと、複数の用
紙３０が取り出された場合にそれらを分離する分離ローラ３５Ａ，３５Ｂ，３５Ｃと、用
紙３０をさらに下流側へ搬送するレジローラ３６Ａ，３６Ｂ，３６Ｃとを備えている。レ
ジローラ３６Ａ，３６Ｂ，３６Ｃは、画像形成部２による画像形成のタイミングに同期し
て動作し、第１乃至第３のトレイ３１～３３から取り出した用紙３０を用紙搬送路３７に
沿って二次転写ローラ２６と中間転写ベルト２０との間に導くように構成されている。
【００２５】
　この画像形成装置１００は、各トレイ３１～３３にサイズや向きが異なる用紙３０が格
納されている場合に、各トレイ３１～３３から供給された用紙３０の中心が搬送路３７の
中心とほぼ一致するように、上記各ローラによって用紙３０が搬送され、排出ローラ２８
から排出台２９上に排出されるように構成されている。
【００２６】
（画像読取装置の構成）
　図２は、画像読取装置１の内部構造を示す概略図である。画像読取装置１は、自動給紙
部１０１の給紙トレイ１０１ａに置かれた原稿９を排紙台１０１ｂに搬送しながら読み取
る第１の読取モードと、原稿台７２の上に置かれた１枚の原稿９を読み取る第２の読取モ
ードとを、ユーザーの操作に応じて切り替え可能となっている。図２は、第１の読取モー
ドにおける原稿読み取り時の状態を示している。
【００２７】
　原稿カバー１０に設けられた自動給紙部１０１は、給紙トレイ１０１ａに置かれた原稿
９から１枚ずつ取り込む原稿給紙ローラ６１、原稿給紙ローラ６１によって取り込まれた
原稿９を原稿読取位置に搬送する原稿搬送ローラ６２～６５、及び原稿９を排紙台１０１
ｂに排出する排出ローラ６６から構成される原稿搬送機構を有している。また、自動給紙
部１０１は、原稿９を読取位置にガイドするとともに読取位置から排出方向にガイドする
円弧状の読取ガイド６７、読取窓７１の上方であって読取ガイド６７に設けられて原稿９
の裏当てとなる板状の正反射板６８、原稿９の副走査方向のサイズを検知するセンサＳｐ

１、原稿９の主走査方向のサイズを検知するセンサＳｐ２、原稿９の照射ランプ１４１が
発する光に対する光の透過率を検知するセンサＳｐ３を有する。
【００２８】
　また、原稿給紙ローラ６１、原稿搬送ローラ６２、６３ａ、６３ｂ、６４、６５及び排
出ローラ６６は、それぞれモーターによって駆動される。
【００２９】
　駆動ローラである原稿搬送ローラ６３ｂは、図２に示すように、駆動モーター等を駆動
源として、図の正回転方向Ｒａと逆回転方向Ｒｂの双方向に回転可能となっている。従動
ローラである原稿搬送ローラ６３ａは、原稿搬送ローラ６３ｂに圧接した状態で、当該原
稿搬送ローラ６３ｂの回転にしたがって回転するものである。その際、原稿搬送ローラ６
３ｂの回転方向に対して原稿搬送ローラ６３ａの回転方向は反対方向になる。
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【００３０】
　原稿搬送ローラ６３ａ、６３ｂは、後述するように、原稿９を突き当てることで撓ませ
、搬送される原稿９を搬送方向に対して傾き補正（以下、「スキュー補正」という。）を
行う。
【００３１】
　正反射板６８は、後述する照射ランプ１４１から発せられる光を、ＣＣＤ１６１の検知
可能な光の強度の上限値（白色上限値）となるような反射率で反射するものである。正反
射板６８は、鏡面仕上した金属板や、銀（Ａｇ）あるいはアルミ（Ａｌ）蒸着を施したフ
ィルム板等を用いることができる。
【００３２】
　画像読取装置１は、筐体１２の内部に、主走査方向に沿って配置され、副走査方向に移
動可能な第１のキャリッジ１４及び第２のキャリッジ１５と、レンズ１６０及びＣＣＤ（
Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｄｅｖｉｃｅ）１６１等を有する画像読取部１６とを備
えている。
【００３３】
　筐体１２は、原稿カバー１０に面する上壁１２２の一部が開口した箱状であり、上壁１
２２に対向する底壁１２３、底壁１２３を挟んで副走査方向（図２の左右方向）に対向す
る側壁１２４及び側壁１２５、前述の前壁１２１（図１参照）、及び前壁１２１と主走査
方向（図２の紙面に直交する方向）に対向する後壁１２６とを有している。
【００３４】
　上壁１２２には、原稿９の原稿読取位置に対応する部位に開口部１２２ａが形成され、
開口部１２２ａには第２の読取モード時に原稿９を支持するプラテンガラスからなる原稿
台７２が配置されている。また、原稿台７２の自動給紙部１０１側には、第１の読取モー
ド時に原稿９を読み取るためのプラテンガラスからなる読取窓７１が設けられている。読
取窓７１と原稿台７２との間には、第１の読取モードにおいて原稿９を案内するためのガ
イド７３が設けられている。
【００３５】
　後壁１２６には、副走査方向に延びる第１のレール１３１が固定されている。また、底
壁１２３には、副走査方向に延びる第２のレール１３２が固定されている。第１のレール
１３１及び第２のレール１３２は、主走査方向に並ぶようにそれぞれ２つずつ配置されて
いるが、図２ではそれらの一方のみを図示している。
【００３６】
　第１のキャリッジ１４には、第１のキャリッジ１４に沿って主走査方向に延びるように
設けられ、原稿９を照射するための光を発する円柱状の照射ランプ１４１と、照射ランプ
１４１からの出射光の一部を原稿９の方向へ反射する反射部材としてのリフレクタ１４３
と、原稿９の反射光を受ける第１のミラー１４６とが固定されている。また、照射ランプ
１４１は、正反射板６８方向及びリフレクタ１４３方向に光を発する。
【００３７】
　第１のキャリッジ１４は、第１のレール１３１に案内されて、副走査方向に移動しなが
ら原稿９の読取対象領域を照射し、第１のミラー１４６によって、原稿９の反射光を後述
する第２のキャリッジ１５の第２のミラー１５１に向けて反射する。
【００３８】
　第２のキャリッジ１５には、前述の第１のミラー１４６からの反射光を受ける第２のミ
ラー１５１と、この第２のミラー１５１からの反射光を受ける第３のミラー１５２とが固
定されている。
【００３９】
　第２のキャリッジ１５は、第２のレール１３２に案内されて副走査方向に移動しながら
、原稿９の反射光を画像読取部１６のレンズ１６０に向けて反射する。
【００４０】
　第２の読み取りモードでは、第１のキャリッジ１４及び第２のキャリッジ１５が図示し
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ない駆動機構によって駆動され、第１のキャリッジ１４の副走査方向への移動中、原稿９
の画像読取部位から後述するＣＣＤ１６１までの光路長が変動しないように、第２のキャ
リッジ１５の移動量が第１のキャリッジ１４の移動量の半分になるように構成されている
。第１のキャリッジ１４が原稿９の副走査方向の端部付近に移動したときの第１のキャリ
ッジ１４及び第２のキャリッジ１５を図２に二点鎖線で示す。
【００４１】
　画像読取部１６は、第２のレール１３２に支持されたベース板１３３に固定された、レ
ンズ１６０、及びＣＣＤ１６１を実装した基板１６２を有している。
【００４２】
　画像読取部１６は、第３のミラー１５２からの反射光がレンズ１６０を透過してＣＣＤ
１６１に結像し、ＣＣＤ１６１によって原稿９の画像を読み取って画像データを出力する
ように構成されている。
【００４３】
　図３は、原稿読取位置の周辺を拡大して示す概略図である。この図では、照射ランプ１
４１から発せられた光が原稿９を照射するまでの光路を二点鎖線で示している。なお、読
取ガイド６７ａ、６７ｂ、６７ｃは、読取ガイド６７の外側に位置し、読取ガイド６７と
ともに原稿９をガイドする。
【００４４】
　照射ランプ１４１は、照射ランプ１４１から発せられた光の一部が、直接に原稿読取位
置Ｐｒに向けて出射され、他の一部がリフレクタ１４３に向けて出射されるように図示し
ない導光板及び拡散板の角度及び位置等が調整されて設けられる。
【００４５】
　また、リフレクタ１４３は、照射ランプ１４１から発せられる光が原稿読取位置Ｐｒの
方向に反射されるよう角度及び位置等が調整されて設けられる。
【００４６】
　第１のミラー１４６（及び第２のミラー１５１、第３のミラー１５２）は、原稿読取位
置Ｐｒに原稿９が存在する場合に、原稿９によって反射された光が画像読取部１６に到達
するよう角度及び位置等が調整されて設けられる。
【００４７】
　また、正反射板６８は、原稿読取位置Ｐｒに原稿９が存在しない場合に、照射ランプ１
４１から直接に原稿読取位置に向けて出射された光が第１のミラー１４６方向に反射され
るよう角度及び位置等が調整されて設けられる。
【００４８】
（制御部の構成）
　図４は、画像形成装置の制御部の構成の一例を示すブロック図である。
【００４９】
　制御部８は、ＣＰＵ、メモリ等の電子部品から構成され、筐体１２内に設けられる。ま
た、制御部８は、タッチパネル１１１、操作ボタン１１２、搬送ローラ駆動回路８００、
画像読取部駆動回路８０１及び画像形成部駆動回路８０２等に接続され、各部から信号を
受信するとともに各部に信号を送信して制御する。
【００５０】
　制御部８は、ジョブ受付手段８０、搬送ローラ駆動制御手段８１、センサ信号受付手段
８２、画像読取部駆動制御手段８３、傾き補正切替手段８４、読取画像受付手段８５、電
子傾き補正手段８６、機械傾き補正手段８７及び画像形成部駆動制御手段８８等として機
能する。
【００５１】
　ジョブ受付手段８０は、タッチパネル１１１又は操作ボタン１１２等から入力される操
作信号に応じてスキャン、コピー等の画像読取及び画像形成に関するジョブを受け付ける
。
【００５２】
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　搬送ローラ駆動制御手段８１は、ジョブ受付手段８０が受け付けたジョブの内容に応じ
て、搬送ローラ駆動回路８００の動作を制御する。
【００５３】
　センサ信号受付手段８２は、センサＳｐ１～Ｓｐ３が検知内容に応じて出力する信号を
受け付ける。受け付けられた信号は、各手段８０～８８の動作判断において用いられる。
【００５４】
　画像読取部駆動制御手段８３は、ジョブ受付手段８０が受け付けたジョブの内容に応じ
て、画像読取部駆動回路８０１の動作を制御する。
【００５５】
　傾き補正切替手段８４は、後述する条件に基づいて、原稿９のスキュー補正を電子傾き
補正手段８６又は機械傾き補正手段８７のいずれかに切り替える。なお、特に指示やエラ
ー等のない通常時は電子傾き補正手段８６を用いるものとする。
【００５６】
　読取画像受付手段８５は、画像読取部１６が読み取った画像情報を受け付ける。受け付
けられた画像情報は電子傾き補正手段８６又は画像形成部駆動制御手段８８に送信される
。
【００５７】
　電子傾き補正手段８６は、読取画像受付手段８５が受け付けた画像情報を画像処理する
ことで電子的にスキュー補正する。なお、スキュー補正動作の詳細は後述する。
【００５８】
　機械傾き補正手段８７は、搬送ローラ駆動回路８００を制御することで原稿搬送ローラ
６３ａ及び６３ｂの動作を制御し、原稿９の搬送方向に対する傾きを機械的に補正する。
なお、スキュー補正動作の詳細は後述する。
【００５９】
　画像形成部駆動制御手段８８は、画像形成部駆動回路８０２の動作を制御する。
【００６０】
　搬送ローラ駆動回路８００は、自動給紙部１０１の原稿給紙ローラ６１、原稿搬送ロー
ラ６２～６５及び排出ローラ６６のモーターに電力を供給して駆動する回路であり、各モ
ーターの回転数、回転方向等を制御する。また、原稿給紙ローラ６１、原稿搬送ローラ６
２～６５及び排出ローラ６６に設けられたニップ状態切り換え用のソレノイドを駆動する
。また、搬送ローラ駆動回路８００は、原稿９の搬送路に設置された各センサＳｐ１～Ｓ

ｐ３に電力を供給して駆動するセンサ駆動回路８００ａを有する。
【００６１】
　画像読取部駆動回路８０１は、照射ランプ１４１、第１のキャリッジ１４及び第２のキ
ャリッジ１５の駆動部並びに画像読取部１６を駆動する回路であり、ＣＣＤ１６１に電力
を供給して駆動するＣＣＤ駆動回路８０１ａを有する。
【００６２】
（画像形成装置の動作）
　次に、本実施の形態の作用を、（１）画像読取装置の基本動作、（２）電子傾き補正動
作、（３）機械傾き補正動作、（４）傾き補正切替動作及び（５）画像形成部の動作とに
分けて説明する。
【００６３】
（１）画像読取装置１の基本動作
　ユーザーが給紙トレイ１０１ａの上、又は原稿台７２の上に原稿９を置き、コントロー
ルパネル１１０のタッチパネル１１１及び操作ボタン１１２を操作して原稿の複写を指示
すると、画像読取装置１は画像の読み取りを開始する。原稿の複写の指示は、制御部８の
ジョブ受付手段８０が受け付ける。
【００６４】
　画像読取装置１の制御部８は、第１の読取モードが選択された場合には、自動給紙部１
０１を制御して原稿９を１枚ずつ読取窓７１の読取対象領域７４に搬送する。原稿９の搬
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送は、搬送ローラ駆動制御手段８１が搬送ローラ駆動回路８００を制御することで実行さ
れる。
【００６５】
　画像読取装置１の制御部８は、複数の照射ランプ１４１に電流を供給して発光させる。
照射ランプ１４１の発光は、画像読取部駆動制御手段８３が画像読取部駆動回路８０１を
制御することで実行される。
【００６６】
　照射ランプ１４１から発せられた光は、一部が原稿読取位置Ｐｒを直接照射し、他の一
部がリフレクタ１４３によって反射されて原稿読取位置Ｐｒを照射する。
【００６７】
　また、画像読取装置１の制御部８は、画像読取部駆動回路８０１を制御して第１及び第
２のキャリッジ１４，１５を副走査方向に駆動する。第１の読取モードの場合には読取窓
７１を照射光が透過する位置に第１のキャリッジ１４が固定され、第２の読取モードの場
合には原稿台７２に置かれた原稿９を副走査方向に走査するように第１のキャリッジ１４
が移動する。
【００６８】
　原稿読取位置Ｐｒに位置する原稿９の表面で反射した反射光は、第１のミラー１４６、
第２のミラー１５１、及び第３のミラー１５２で反射され、画像読取部１６のレンズ１６
０に入射する。
【００６９】
　レンズ１６０を透過した光は、ＣＣＤ１６１に結像し、ＣＣＤ１６１によって原稿９の
画像を読み取る。画像読み取りの動作は、画像読取部駆動制御手段８３がＣＣＤ駆動回路
８０１ａを制御することで実行される。
【００７０】
　この後、制御部８は、給紙トレイ１０１ａの上に置かれた原稿９を読み取った場合には
、自動給紙部１０１を制御して原稿９を排紙台１０１ｂに排出する。
【００７１】
（２）電子傾き補正動作
　制御部８の読取画像受付手段８５は、ＣＣＤ１６１によって読み取られた読取画像を画
像情報として受け付ける。
【００７２】
　図５は、ＣＣＤによって読み取られる画像処理領域と原稿画像との関係の一例を示す概
略図である。
【００７３】
　読取画像受付手段８５が受け付けた読取画像８５ｉは、主方向ｄｍ、副方向ｄｓのサイ
ズを有しており、ｄｍ及びｄｓのサイズは、原稿９のサイズによって変化する。具体的に
は、原稿９が予め定めた角度θだけ傾いて搬送方向ｄｌに搬送されたとしても原稿画像９
ｉとして、原稿９の全体が読み取られるだけのサイズに設定される。
【００７４】
　制御部８の電子傾き補正手段８６は、読取画像受付手段８５が受け付けた読取画像８５
ｉから原稿画像９ｉと背景画像６８ｉとの境界、つまり原稿画像９ｉの原稿端Ｅｆを検出
し、原稿端Ｅｆと搬送方向ｄｌとのなす角度から傾き角度θを算出する。次に、電子傾き
補正手段８６は、傾き角度θが０となるように読取画像８５ｉを回転処理することでスキ
ュー補正する。なお、原稿９が画像処理領域８５ａにおいて読み取られないような角度θ
で傾いて搬送された場合は、エラーと判断する。
【００７５】
　また、電子傾き補正手段８６は、例えば、原稿画像９ｉの端を主方向の端について全幅
（７６００画素）、副方向の端について主方向の端から５００画素分を認識する。
【００７６】
　なお、電子傾き補正手段８６は、読取画像８５ｉから原稿画像９ｉの原稿端を検出する
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方法として、以下に説明する背景画像６８ｉに対応する正反射板６８と白原稿とのＣＣＤ
１６１の出力値の差を利用する。
【００７７】
　図６は、白原稿、背景板、正反射板の反射光に対するＣＣＤの出力値の関係の一例を示
すグラフ図である。なお、背景板６９とは、本発明の実施の形態に係る正反射板６８と同
一の位置に設けられ、正反射板６８に比べて反射率の低い従来の構成である。
【００７８】
　撮像された背景板６９からの反射光量と、文字や図形等の印刷されていない白色の白原
稿９ａからの反射光量とを比較すると、照射ランプ１４１からの照射光を第１のミラー１
４６に向けて反射する角度に背景板６９が設置されているのに対して、白原稿９ａの表面
では紙の繊維等に起因する表面の凹凸や白原稿９ａの端の段差等により照射ランプ１４１
の照射光を乱反射しやすい。従って、白原稿９ａからの反射光量の方が背景板６９からの
正反射光量よりも少なくなる。よって、白原稿９ａからの反射光量に基づいて、原稿読取
位置Ｐｒにおける白原稿９ａの有無が判別可能である。
【００７９】
　また、正反射板６８からの反射光量は、既述のとおり、照射ランプ１４１から発せられ
る光を、少なくともＣＣＤ１６１の白色上限値となるような反射率で反射するものである
。そのため、正反射板６８と白原稿９ａの反射光量の差は、背景板６９と白原稿９ａの反
射光量の差に比べて大きくなり、原稿９の端の検知精度が向上する。
【００８０】
　以上に説明した正反射板６８を用いることで、電子傾き補正手段８６は、図５に示す読
取画像８５ｉにおいて原稿画像９ｉの端を正確に検出することができ、これによって高精
度で傾き角度θを検出する。
【００８１】
　図７は、原稿９の読取位置の周辺を拡大して示す概略図である。
【００８２】
　照射ランプ１４１から正反射板６８の方向に発せられる光のうち、照射ランプ１４１の
中心付近から発せられる主要な光Ｐｍは、正反射板６８で第１のミラー１４６の方向に反
射されるが、照射ランプ１４１の中心付近以外から発せられる周囲光Ｐｃは、正反射板６
８で反射されて原稿９の読み取られる面の裏面のうち先端からｄｇの範囲に回りこむ。
【００８３】
　この時、原稿９の原料や坪量等によって照射される光に対する透過率がある値より高い
場合には、実際には原稿画像９ｉの領域であるのに原稿９の読み取られる面の裏面に回り
こんだ光の透過によりＣＣＤ出力値が白原稿９ａのものより高くなる。このため、光の回
りこんだ原稿９の先端付近が正反射板６８のＣＣＤ出力値と近いものとなることで、電子
傾き補正手段８６によって原稿画像９ｉと背景画像６８ｉとの境界が誤検知される。これ
は従来の背景板６９に代えて反射率の高い正反射板６８を用いたためである。
【００８４】
　なお、誤検知が生じる透過率の値は、照射ランプ１４１の光の強度、正反射板６８の反
射率及びＣＣＤ１６１の感度等の仕様に応じて定められるものとする。また、誤検知の生
じる先端からの幅ｄｇは、正反射板６８のサイズ、原稿９の透過率、搬送の速度等によっ
て変化するため、工場出荷時に又はユーザーの操作により設定する。
【００８５】
　以下、正反射板６８を用いた場合の読取画像の一例を示す。
【００８６】
　図８は、正反射板を用いた場合の原稿先端付近の読取画像の一例を示す概略図である。
【００８７】
　図８に示すように、電子傾き補正手段８６は、正反射板６８を用いた場合の読取画像８
５ｉから、実際の先端Ｅｆからｄｇだけ搬送方向ｄｌに後退した位置であるＥｎを原稿主
方向の先端と誤検知する。
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【００８８】
（３）機械傾き補正動作
【００８９】
　機械傾き補正手段８７は、電子傾き補正手段８６によってスキュー補正できない場合に
用いられる。
【００９０】
　機械傾き補正手段８７は、原稿搬送ローラ６３ａ、６３ｂの回転を搬送ローラ駆動回路
８００を介して制御し、原稿９の先端を回転停止状態の原稿搬送ローラ６３ａ、６３ｂの
圧接部分（用紙をニップする部分）に突き当ててループ状に撓ませることにより当該原稿
９の先端を基準にスキュー補正する。次に、機械傾き補正手段８７は、原稿搬送ローラ６
３ｂの回転を制御し、原稿搬送ローラ６３ａ、６３ｂ及び６４の回転により原稿読取位置
Ｐｒへと原稿９を送り込む。
【００９１】
（４）傾き補正切替動作
　図９は、画像読取装置１の傾き補正切替動作の一例を示すフローチャートである。なお
、以下の動作は、自動給紙部１０１の給紙トレイ１０１ａに置かれた原稿９を排紙台１０
１ｂに搬送しながら読み取る第１の読取モードについて実行されるものであり、傾き補正
切替手段８４が（２）電子傾き補正動作又は（３）機械傾き補正動作に説明した動作のい
ずれによってスキュー補正をするか判断する動作を説明するものである。
【００９２】
　まず、ジョブ受付手段８０が画像読取指示を含むジョブを受け付けると（Ｓ１；Ｙｅｓ
）、傾き補正切替手段８４は、当該ジョブの入力においてタッチパネル１１１又は操作ボ
タン１１２に用意された薄紙対応ボタンがユーザーによって押されたか判断する（Ｓ２）
。
【００９３】
　当該ジョブにおいて薄紙対応ボタンが押されていないと判断した場合（Ｓ２；Ｎｏ）、
傾き補正切替手段８４は、搬送ローラ駆動制御手段８１の制御の下、原稿９をセンサＳｐ

３の位置まで搬送し、センサ信号受付手段８２がセンサＳｐ３が検知した原稿９の透過率
を受け付ける（Ｓ３）。
【００９４】
　センサ信号受付手段８２が受け付けた原稿９の透過率が予め定めた値以下である場合（
Ｓ４；Ｙｅｓ）、搬送ローラ駆動制御手段８１の制御の下、原稿９を原稿読取位置Ｐｒま
で搬送し、画像読取部駆動制御手段８３の制御の下、画像読取部駆動回路８０１によって
原稿９の画像を読み取る（Ｓ５）。
【００９５】
　次に、読取画像受付手段８５が画像読取部駆動回路８０１が読み取った読取画像を受け
付けて電子傾き補正手段８６に入力する。電子傾き補正手段８６は、入力された読取画像
を「（２）電子傾き補正動作」で説明した手順で電子傾き補正する（Ｓ６）。
【００９６】
　次に、傾き補正切替手段８４は、電子傾き補正手段８６が読取画像を補正した結果でエ
ラーが発生していないか確認し（Ｓ７）、エラーが発生していない場合は（Ｓ７；Ｙｅｓ
）、電子傾き補正された読取画像を電子傾き補正手段８６から画像形成部２に送信する（
Ｓ８）。
【００９７】
　また、ステップＳ２において、傾き補正切替手段８４がジョブにおいて薄紙対応ボタン
が押されたと判断した場合（Ｓ２；Ｙｅｓ）、又はステップＳ４において、センサ信号受
付手段８２が受け付けた原稿９の透過率が予め定めた値より大きい場合（Ｓ４；Ｎｏ）、
傾き補正切替手段８４は、傾き補正を機械傾き補正手段８７による機械傾き補正に切り替
える（Ｓ９）。
【００９８】
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　機械傾き補正手段８７は、原稿９を「（３）機械傾き補正動作」で説明した手順でスキ
ュー補正し（Ｓ１０）、搬送ローラ駆動制御手段８１の制御の下、スキュー補正された原
稿９を原稿読取位置Ｐｒまで搬送し、画像読取部駆動制御手段８３の制御の下、画像読取
部駆動回路８０１によって原稿９の画像を読み取る（Ｓ１１）。
【００９９】
　また、ステップＳ７において、電子傾き補正手段８６が読取画像を補正した結果でエラ
ーを発生した場合（Ｓ７；Ｎｏ）、傾き補正切替手段８４は、表示部を兼ねたタッチパネ
ル１１１に原稿９の読取を再度実行するよう要求する旨を表示する（Ｓ１２）。利用者が
タッチパネル１１１の表示に応じて原稿９を再度給紙トレイ１０１ａにセットすると、傾
き補正切替手段８４は、機械傾き補正手段８７を動作させた機械傾き補正（Ｓ９～Ｓ１１
及びＳ８）を改めて実行する。
【０１００】
（５）画像形成部２の動作
　光学走査装置２５０は、制御部８の画像形成部駆動制御手段８８の制御の下、ＹＭＣＫ
各色の画像データに基づいて変調された光ビームを帯電器２５２によって帯電された感光
ドラム２５１に照射して、感光ドラム２５１の表面に静電潜像を形成する。この静電潜像
は、現像器２５３によりトナーで現像されてトナー像が形成される。感光ドラム２５１上
のトナー画像は、一次転写ローラ２５４によって中間転写ベルト２０に転写される。
【０１０１】
　一方、第１乃至第３のトレイ３１～３３のいずれか１つ、例えば第１のトレイ３１から
は、ピックアップローラ３４Ａによって用紙３０が用紙搬送路３７に取り込まれ、分離ロ
ーラ３５Ａによって捌かれた後、レジローラ３６Ａによって二次転写ローラ２６と中間転
写ベルト２０との間に搬送され、中間転写ベルト２０上のトナー像が用紙３０に転写され
る。
【０１０２】
　その後、用紙３０上のトナー像は、定着ユニット２７によって定着された後、排出ロー
ラ２８によって排出台２９に排出される。
【０１０３】
（実施の形態の効果）
　上記した実施の形態によると、通常時は電子傾き補正手段８６によるスキュー補正を実
行し、電子傾き補正手段８６ではスキュー補正できない場合にのみ機械傾き補正手段８７
に切り替えることで、紙の透過率が高く読取画像の原稿先端が正しく認識されない原稿を
用いた場合であっても、スキュー補正を実行することができる。
【０１０４】
　また、通常時は電子傾き補正手段８６によるスキュー補正を行うため、機械傾き補正手
段８７の実行によって搬送ローラ６３ａ、６３ｂにおいて生じる騒音（原稿衝突音）等の
機械的なノイズを回避できる。
【０１０５】
［他の実施の形態］
　なお、本発明は、上記実施の形態に限定されず、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で種々
な変形が可能である。
【０１０６】
　光源としては照射ランプ１４１からなるものに限らず、主走査方向に複数のＬＥＤ等を
配置し、導光体及び拡散板を備えて構成してもよい。
【符号の説明】
【０１０７】
１…画像読取装置、２…画像形成部、３…トレイ部、４…支持部、８…制御部、９…原稿
、９ａ…白原稿、９ｉ…原稿画像、１０…原稿カバー、１２…筐体、１４…第１のキャリ
ッジ、１５…第２のキャリッジ、１６…画像読取部、２０…中間転写ベルト、２１…駆動
ローラ、２２…従動ローラ、２３…従動ローラ、２４…テンションローラ、２５Ｃ，２５
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Ｍ，２５Ｙ，２５Ｋ…画像形成ユニット、２６…二次転写ローラ、２７…定着ユニット、
２８…排出ローラ、２９…排出台、３０…用紙、３１…トレイ、３４Ａ，３４Ｂ，３４Ｃ
…ピックアップローラ、３５Ａ，３５Ｂ，３５Ｃ…分離ローラ、３６Ａ，３６Ｂ，３６Ｃ
…レジローラ、３７…用紙搬送路、６１…原稿給紙ローラ、６２、６３ａ、６３ｂ、６４
、６５…原稿搬送ローラ、６６…排出ローラ、６７、６７ａ～６７ｃ…読取ガイド、６８
…正反射板、６８ｉ…背景画像、６９…背景板、７１…読取窓、７２…原稿台、７３…ガ
イド、７４…読取対象領域、８０…ジョブ受付手段、８１…搬送ローラ駆動制御手段、８
２…センサ信号受付手段、８３…画像読取部駆動制御手段、８４…傾き補正切替手段、８
５…読取画像受付手段、８５ａ…画像処理領域、８５ｉ…読取画像、８６…電子傾き補正
手段、８７…機械傾き補正手段、８８…画像形成部駆動制御手段、１００…画像形成装置
、１００Ａ…本体部、１０１…自動給紙部、１０１ａ…給紙トレイ、１０１ａ…給紙トレ
イ、１０１ｂ…排紙台、１０１ｂ…排紙台、１１０…コントロールパネル、１１１…タッ
チパネル、１１２…操作ボタン、１１２ａ…薄紙対応ボタン、１２１…前壁、１２２…上
壁、１２２ａ…開口部、１２３…底壁、１２４…側壁、１２５…側壁、１２６…後壁、１
３１…第１のレール、１３２…第２のレール、１３３…ベース板、１４１…照射ランプ、
１４３…リフレクタ、１４６…第１のミラー、１５１…第２のミラー、１５２…第３のミ
ラー、１６０…レンズ、１６１…ＣＣＤ、１６２…基板、２５０…光学走査装置、２５１
…感光ドラム、２５２…帯電器、２５３…現像器、２５４…一次転写ローラ、２７１…定
着ローラ、２７２…加圧ローラ、８００…搬送ローラ駆動回路、８００ａ…センサ駆動回
路、８０１…画像読取部駆動回路、８０１ａ…ＣＣＤ駆動回路、８０２…画像形成部駆動
回路

【図１】 【図２】
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